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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　絶縁板(4)を用いて信号リング(3)とシールドリング(2)を積層させ、多層型に形成した
リング体(1)と、前記各信号リング(3)及びシールドリング(2)に摺接する複数の信号用ブ
ラシ(6)及びシールド用ブラシ(5)とを有するブラシホルダ(7)と、前記信号用ブラシ(6)に
接続された信号線(12)と、前記シールド用ブラシ(5)に接続され前記信号線(12)を覆うた
めのシールド部(10)を有するシールド線(9)とを備え、
　回転する前記信号リング(3)と前記信号用ブラシ(6)との間で信号の送受を行うようにし
たスリップリングにおいて、
前記信号用リング(3)の両側にはシールドリング(2)が設けられ、前記信号用ブラシ(6)の
両側には前記シールド用ブラシ(5)が配設され、前記信号リング(3)の両側に前記絶縁板(4
)を介して設けられた前記各シールドリング(2)には、前記信号リング(3)の外径より大径
のオーバーハング部(30)が形成され、前記オーバーハング部(30)の凹部(31)内に前記絶縁
板(4)が配設されていることを特徴とするスリップリング。
【請求項２】
　前記各シールド用ブラシ(5)は、筒状の前記シールド線(9)の端面(11)の両端(11a)にシ
ールド用接続線(8)を介して接続されていることを特徴とする請求項１記載のスリップリ
ング。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、スリップリングに関し、特に、信号リングの両側にシールドリングを積層さ
せ、信号リングに摺接する信号用ブラシの両側にシールド用ブラシを配設し、信号リング
及び信号用ブラシに対するシールド効果を高め、外部からのノイズの混入を防止するため
の新規な改良に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、画像等の信号の送受には、特許文献等を特に示していないが、図３で示す積層
型の構成が採用されている。
　図３において、符号１で示されるものは、複数のシールドリング２と信号リング３と絶
縁板４とを、軸方向に沿って積層させてなるスリップリング用のリング体であり、このリ
ング体１の前記シールドリング２と信号リング３とは前記絶縁板４を介して互いに絶縁さ
れている。
【０００３】
　前記リング体１の近傍には、シールド用ブラシ５と信号用ブラシ６とを交互に配設した
ブラシホルダ７が配設され、前記各シールド用ブラシ５は前記各シールドリング２に摺接
し、前記各信号用ブラシ６は前記各信号リング３に摺接している。
【０００４】
　前記各シールド用ブラシ５に接続されたシールド用接続線８は、シールド線９の外皮で
あるシールド部１０の端面１１の一端１１ａに接続され、前記信号用ブラシ６には、前記
シールド線９のシールド部１０に覆われた信号線１２が接続されている。
　前記各シールド線９の出力側９ａは図示しない受信回路側へ接続されている。
【０００５】
　前述の構成で、リング体１が回転し、このリング体１に設けてある、例えば、回転磁気
ヘッド又は電子回路等からの出力信号は、前記信号リング３、信号用ブラシ６及び信号線
１２を介して外部へ出力される。
　また、外部からの電源等の外部信号は、前記信号線１２、信号用ブラシ６及び信号リン
グ３を介して前記電子回路等へ入力されるために送信される。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来のスリップリングは、以上のように構成されていたため、次のような課題が存在し
ていた。
　すなわち、信号リングと信号用ブラシの一方側のみにしかシールドリングが設けられて
いないため、信号リング及び信号用ブラシに対するシールド効果が十分ではなく、外部ノ
イズが混入しやすく、信号のＳ／Ｎ比が低下していた。
　また、インピーダンスマッチングがとりにくい状況となっていた。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明によるスリップリングは、絶縁板を用いて信号リングとシールドリングを積層さ
せ、多層型に形成したリング体と、前記各信号リング及びシールドリングに摺接する複数
の信号用ブラシ及びシールド用ブラシとを有するブラシホルダと、前記信号用ブラシに接
続された信号線と、前記シールド用ブラシに接続され前記信号線を覆うためのシールド部
を有するシールド線とを備え、回転する前記信号リングと前記信号用ブラシとの間で信号
の送受を行うようにしたスリップリングにおいて、前記信号用リングの両側にはシールド
リングが設けられ、前記信号用ブラシの両側には前記シールド用ブラシが配設され、前記
信号リングの両側に前記絶縁板を介して設けられた前記各シールドリングには、前記信号
リングの外径より大径のオーバーハング部が形成され、前記オーバーハング部の凹部内に
前記絶縁板が配設されている構成であり、また、前記各シールド用ブラシは、筒状の前記
シールド線の端面の両端にシールド用接続線を介して接続されている構成である。
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【発明の効果】
【０００８】
　本発明によるスリップリングは、以上のように構成されているため、次のような効果を
得ることができる。
　すなわち、信号リングと信号用ブラシの両側に、シールドリングとシールド用ブラシが
配設されているため、信号リングと信号用ブラシに対するシールド効果を十分に得ること
ができ、信号線を通る信号への外部雑音を遮断することができる。
　また、各シールドリングに、信号リングの外径より大径のオーバーハング部が設けられ
ているため、信号リング及び信号用部ブラシに対するシールド効果をより一層高めること
ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　本発明は、信号リングの両側にシールドリングを積層させ、信号リングに摺接する信号
用ブラシの両側にシールド用ブラシを配設し、信号リング及び信号用ブラシに対するシー
ルド効果を高め、外部からのノイズの混入を防止するようにしたスリップリングを提供す
ることを目的とする。
【実施例】
【００１０】
　以下、図面と共に本発明によるスリップリングの好適な実施の形態について説明する。
　尚、従来例と同一又は同等部分には、同一符号を付して説明する。
　図１において符号１で示されるものは、複数のシールドリング２と信号リング３と絶縁
板４とを、軸方向に沿って積層させてなるスリップリング用のリング体であり、このリン
グ体１の前記各シールドリング２と信号リング３とは前記各絶縁板４を介して互いに絶縁
されている。
　すなわち、このリング体１は、１個の信号リング３の両側に各々絶縁板４を介して一対
のシールドリング２が積層され、この構成の繰り返し構造（多層型）によって所定数の信
号リング３が積層されている。
【００１１】
　前記リング体１の近傍には、互いに独立した複数の信号用ブラシ６と、この各信号用ブ
ラシ６の両側に配設された一対のシールド用ブラシ５とを有するブラシホルダ７が配設さ
れ、前記各シールド用ブラシ５は前記各シールドリング２に摺接し、前記各信号用ブラシ
６は前記各信号リング３に摺接している。
【００１２】
　前記各シールド用ブラシ５に接続されたシールド用接続線８は、シールド線９の外皮で
あるシールド部１０の端面１１の両端１１ａに接続され、前記各信号用ブラシ６には、前
記シールド線９のシールド部１０に覆われた信号線１２が接続されている。
　前記各シールド線９の出力側９ａは図示しない受信回路側へ接続されている。
【００１３】
　前述の構成で、リング体１が回転し、このリング体１に設けてある、例えば、回転磁気
ヘッド又は電子回路等からの出力信号は、前記各信号リング３、信号用ブラシ６及び信号
線１２を介して外部へ出力される。
また、外部からの電源等の外部信号は、前記信号線１２、信号用ブラシ６及び信号リング
３を介して前記電子回路等へ入力すなわち送信される。
【００１４】
　また、前記各信号リング３は一対のシールドリング２によって挟持されていると共に、
前記信号用ブラシ６は一対のシールド用ブラシ５によって挟持されているため、信号リン
グ３及び信号用ブラシ６に対するシールド効果が従来よりも大幅に高く、前記シールド線
９を経た出力信号及びリング体１側の電子回路等に対する入力信号のＳ／Ｎ比を向上させ
ることができる。
【００１５】
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　次に、図２は、本発明の他の形態を示す構成で、図１と同一又は同等部分には同一符号
を付して説明を省略し、異なる部分についてのみ説明する。
　すなわち、前記各シールドリング２の前記各信号リング３側には、前記信号リング３の
外径よりも大径のオーバーハング部３０が設けられており、このオーバーハング部３０の
凹部３１内に前記絶縁板４が収まる状態で配設されている。
【００１６】
　前記各オーバーハング部３０は、前記各信号リング３及び信号用ブラシ６を挟持し、か
つ、各信号リング３を覆っていることにより、シールド効果が高く、外部からの電気的な
ノイズが信号リング３及び信号用ブラシ６を介して入出力信号に混入することを防止する
ように構成されている。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明によるスリップリングを示す構成図である。
【図２】図１の他の形態を示す構成図である。
【図３】従来例を示す構成図である。
【符号の説明】
【００１８】
　　１　　リング体
　　２　　シールドリング
　　３　　信号リング
　　４　　絶縁板
　　５　　シールド用ブラシ
　　６　　信号用ブラシ
　　７　　ブラシホルダ
　　８　　シールド用接続線
　　９　　シールド線
　１０　　シールド部
　１１　　端面
　１２　　信号線
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